
03/07/23 環境プラザ担当 

環境プラザ運営の考え方 (案) 

 

 

 

 

 

 

平成１５年度 

共通認識の確立 

懇談会における検討内容とスケジュール

業務運営 

１ 事業の企画 

① 政策的視点からの企画 

② 定例的業務の企画 

③ 自由発想業務の企画 

２ 市の提案と懇談会意見の融合 

３ 環境プラザ事業として実施 

  

 

将来の運営組織の選択肢 

① 新NPOへの委託 

② 既NPOへの委託 

③ 民間会社への委託 

④ 直営 

⑤ ①～④の複合 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

成１７年度 

な運営開始

の準備 

平成１６年度 

合意形成 

平成１8年度 

 

 

 

新たな運営 

市長市政方針・・・“私の決意 第1弾” 

① 市民の視点を取り入れた市政（市民への徹底した

対話から生まれた意見・アイディアを政策立案

② 市民とともに進める市政（市民と行政がその役

様な主体が協働しながら公共を担い合う協働型

③ 政策評価による成果主義の市政（重点化した事

その事業による成果は市民の視点を通して厳し

運 営 組 織 

の検討 

業 務 運 営 

の検討 

１の①～③

の状況に応

じて、運営組

織の選択肢

を決定 

運
営
形
態
の
検
討
（
市
と
懇
談
会
） 

市の課題 

3年目を目処に

委託化 
 

 

同左
 

 

平

新た
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新NPOの設立気運が 

高まれば、そのための

の開始 
組織形成 

情報提供とその情報を元にした市民との対話、そして

に反映します。） 

割分担を見直すことにより、市民・企業・行政などの多
の市政を進めます。） 

業に優先的に予算などの経営資源を配分するとともに、

く評価します。） 




